
























Journal of Consumer Researchが創刊されると，マーケティング・インプリケーションに拘束される
ことなく，心理学，社会心理学，社会学，文化人類学等の諸領域に横断的な学際的研究として認知
1） 本研究は，慶應義塾大学文学部 JASRAC寄附講座「音楽と現代社会」ならびに平成 16年度科学研究費補
助金（基礎研究（C）（1））「コンテンツの製品開発プロセスに関する研究～コンセプト創造機能を中心に～」
（課題番号：16530285）の支援を得て行った．





1980年代の Holbrookと Hirschmanによる，快楽的消費あるいは消費体験 2）主義の研究（Hirschman 























図 1　エステティックス連続体（Levy and Czepiel 1975, p. 387）
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楽に対する知覚（Holbrook and Bertges 1981），サックスのソロによる音楽のテンポに対する選好







































（Holbrook and Huber 1983）．
図 2　音楽消費構造のモデル（Lacher and Mizerski 1994, p. 377）
注：探索的因子分析の結果，有意になったパスだけを示している




















































年にはついに 4,000億円を下回った 6）（図 3）．CD売上不振の原因として，レコード協会や各種調
査で指摘されてきたのは，少子化による音楽の中心的な消費者である「若者」の数の減少，不景気，
携帯電話通話料の増加，インターネット上での違法ダウンロードサイトや違法コピーなどである．










行収入で見ると，1998年に小さなピークが来るが 2000年まで減少し 2001年以降増加傾向．アニメは 1999
年に踊り場を迎えるが全体として増加傾向を示している．





2003年 9月 8日，RIAAはインターネットによる無料の音楽ファイル交換サイトの個人利用者 261人を相手
に全米各地の連邦地裁で損害賠償請求訴訟を起こしたと発表した．更に，同年 10月 31日にも，新たに 80人
の個人を提訴した．9月に提訴した 261人のうち 156人は 2,500ドル（約 27万円）～ 7,500ドル（約 82万円）

































1997年 6月（アステル東京が開始） 2002年 12月（KDDI au）
1,000億円市場 100億円市場
着信メロディダウンロード 76億円 オリジナル音源着信音 1.6億円
月間 1億 2,000万回ダウンロード 累計利用件数約 1億曲
出所：読売新聞ニュース速報（2004年 8月 26日）等から作成
8） JASRAC寄附講座「音楽と現代社会」での講演より．



































































11） 1999年発表の宇多田ヒカルの最初のアルバム『First Love』は約 800万枚という史上最高売上を記録して
いる．




















































正当派 77人 ・自分で購入した CDを最初から最後まで，順番どおりに，集中して聴く．
・ディテールよりも世界観に関心がある．
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Preliminary Study: Music and Consumer Behavior Research
Keiko KAWAMATA
ABSTRACT
The Japanese content businesses such as production of CDs, Animes (animation), games and 
movies are recently getting attention as the next growing industry. They are considered one of the four 
new value creation industries according to the 2004 METI’s report. The purpose of this article is to 
discuss music consumption and problems of the music industry in Japan. The article consists of two 
parts: brief review of music consumption in the consumer behavior literature and interim report on 
music consumption research of university students.
